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安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
熊
本
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
レ
ク
テ

ィ
ブ
は
、
援
助
を
必
要
と
す
る
方
と
そ
の
家
族
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的

に
、
平
成
11
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
4
カ
所
（「
き
な
っ
せ
」、「
い
つ
で
ん
き
な

っ
せ
」、「
縁
が
わ
小
国
」、「
い
つ
で
ん
く
る
ば
い
」）

を
は
じ
め
、
地
域
交
流
・
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
る

「
地
域
の
縁
が
わ
」（
2
カ
所
）、「
地
域
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ム
」
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、「
地
域
の
縁
が
わ
」
は
、
空
き
家
な

ど
を
活
用
し
た
「
地
域
住
民
の
誰
も
が
交
流
で
き
る

拠
点
」
と
し
て
、
同
法
人
の
活
動
を
モ
デ
ル
に
平
成

16
年
か
ら
熊
本
県
の
独
自
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
は
県
内
の
５
５
１
カ
所
に
活
動
が
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
は
、「
地
域
の

縁
が
わ
」
に
加
え
、
宿
泊
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
事
業

所
と
な
り
、
同
法
人
が
熊
本
県
地
域
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ム
連
絡
会
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
は
、
平
成
28
年
4
月
14
日
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
の
発
災
時
か
ら
避
難
所
や

仮
設
住
宅
で
の
被
災
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
被
災
時
の
状
況
と
避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の
支
援

を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
川
原
秀
夫

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
の
利
用
者
は
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
被
災
後
す
ぐ
に
安
否
確

認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る

福
祉
避
難
所
で
は
な
く
、
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
の

一
般
避
難
所
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
本
来
の
対
象
者
で
あ

る
高
齢
者
や
障
害
者
が
避
難
す
べ
き
福
祉
避
難
所
に

地
域
住
民
が
殺
到
し
た
た
め
、
入
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
そ
の
理
由
で
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
避
難
所
に
は

介
護
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
専
門
職
が
配

置
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
県
外
の
介

護
施
設
へ
移
る
よ

う
に
指
示
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
住
み

慣
れ
た
地
域
か
ら

切
り
離
さ
れ
る
こ

と
は
本
人
た
ち
も

望
ん
で
い
ま
せ
ん

し
、
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
り
症
状

が
悪
化
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
考
え
た

こ
と
が
避
難
所
で
支
援
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
相
談
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
介
護
を
中
心
に
し
た
支
援
を
提
供
す
る

こ
と
で
住
み
慣
れ
た
地
域
の
な
か
で
、
少
し
で
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
し
た
」（
以
下
、「
　
」
中
の
発
言
は
川
原
理
事
長

の
説
明
）。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

被
災
地
支
援
に
取
り
組
む

　
こ
の
被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度

の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
避
難
所
・
仮
設
住
宅
へ

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
被
災
者
を
住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
切

避
難
所・仮
設
住
宅
へ
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）が
行
う
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）は
、
国
庫
補
助

金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
地
域
の
つ

な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意

工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営
利

活
動
法
人
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

 WAM から ひと言
   被災者一人一人に向き合い、早期の段階から多職種間の連携を図
りながら、ネーミングに方言を用いた相談所「さしより相談処」を
運営、町の支え合いセンターの補完的役割を担い、公的支援の隙間
にあるケースに、細やかに対応した点を評価しています。
　この取り組みにより公的支援も開始されましたが、柔軟な対応を
図るため公的支援と並行しながら相談を実施しており、今後も継続
的な取り組みが期待されます。
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り
離
さ
ず
、
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
事
業
、

②
介
護
等
の
具
体
的
支
援
、
③
評
価
・
報
告
書
の
作

成
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
川
原
理
事
長
が
代

表
を
務
め
る
熊
本
県
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会

を
は
じ
め
、
熊
本
県
介
護
福
祉
士
会
や
福
岡
県
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
議
会
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
小
規

模
多
機
能
型
連
絡
会
な
ど
6
団
体
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し

な
が
ら
協
働
し
て
事
業
を
進
め
た
。

　
ま
た
、
被
災
地
支
援
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
県

内
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
者
が
派
遣

さ
れ
た
一
方
で
、
避
難
所
の
支
援
を
特
定
の
団
体
が

統
括
し
、
他
団
体
の
支
援
に
排
他
的
な
傾
向
が
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
団
体
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
避
難

所
の
支
援
に
入
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
当
初
は
同

法
人
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
熊
本
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｔ
（
熊
本
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
と
し
て

活
動
し
、
県
知
事
の
要
請
を
受
け
、
被
害
の
最
も
大

き
か
っ
た
益
城
町
の
支
援
を
行
っ
た
。

「
さ
し
よ
り
相
談
処
」
を
設
置
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
を
行
う

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
事
業
で
は
、
避
難
所
に
多
機

関
協
働
の
拠
点
「
さ
し
よ
り
相
談
処
」
を
設
置
し
、

被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
た
。

　「
と
く
に
益
城
町
は
、
役
場
の
建
物
が
崩
壊
し
、

ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
よ
い
か

も
わ
か
ら
ず
、
避
難
所
に
い
る

行
政
職
員
に
相
談
し
て
も
、
担

当
や
専
門
で
は
な
い
と
い
う
理

由
で
大
半
の
相
談
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
状
況
に
あ
り
、
被
災
者

は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
避
難
所

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
相
談
に
も
対
応
し
、

解
決
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に
は
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
、

必
ず
回
答
を
出
せ
る
よ
う
な
相
談
支
援
を
目
指
し
ま

し
た
」。

　
な
お
、相
談
所
の
名
称
に
あ
る
「
さ
し
よ
り
」
は
、

熊
本
地
方
の
方
言
で
”と
り
あ
え
ず
“
と
い
う
意
味

か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
さ
し
よ
り
相
談
処
」
は
9
時
か
ら
17
時
ま
で
開

所
し
、
運
営
体
制
は
、
連
携
団
体
の
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
な
ど
が
相
談
に
対
応
し
、
全
国
か
ら
支
援
に
入
っ

カーテンで仕切られた避難所の様
子。プライバシーを確保する一方で、
要支援者を把握しづらいことから、
定期的に介護予防体操などを行い被
災者が交流できる機会を提供した

避難所に設置した「さしより相談
処」。多職種によるワンストップの
相談支援を実施した

特定非営利活動法人 コレクティブ
避難所・仮設住宅へのワンストップ支援事業

平成 28 年度事業

助成額
700万円

【事業概要】
熊本地震の被災者が住み慣れた地域から切り離されず、早く元の生活に戻れるよう支援する
ことを目的に、避難所や仮設住宅でのワンストップの相談支援を行うとともに、介護を中心とした必要な支援を
提供し、「サービス付き仮設住宅」とすることで、被災者の孤立や状態悪化を防止する事業

【実施内容】
◆事業を遂行する委員会の開催
円滑に事業を進めるため、連携団
体と委員会を開催し、支援内容の
検討や情報共有を行う

◆ワンストップ相談事業
避難所に多機関協働の拠点「さしより相談処」を設置
し、ワンストップの相談対応を行うほか、15カ所の
仮設住宅への巡回相談を実施

◆介護等の具体的支援
相談に対し、即対応が必要な際には、連携団体と協働
しながら介護サービスや専門機関につなげる

◆報告書の作成・配布
相談事業や具体的な支援の
取り組みをまとめた報告書
を作成し、行政や社会福祉
協議会、関係機関に配布

【成果】
◆�相談所の設置と巡回相談の実施により、助成
期間の相談件数は1万138件（1日平均37件）
に達した

◆�介護等の具体的な支援の対応件数は744件（1
日平均 2.75 件）にのぼり、介護サービスや
専門機関につなぐとともに、継続的な見守り
を行った

ワンストップの相談支援や介護を中心とした
即対応が必要な支援を提供し、「サービス付
き仮設住宅」とすることで、被災者の孤立や
状態悪化を
防ぐことに
寄与

事業概要
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た
専
門
職
の
協
力
も
あ
っ
た
。

　
避
難
所
の
環
境
整
備
に
も
取
り
組
み
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
障
害
者
用
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
生
活
で
は
被
災
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
カ
ー
テ
ン
で

仕
切
り
を
設
け
た
こ
と
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
み
え
づ
ら
く
、
孤
立

状
態
に
陥
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う

な
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
介
護
予
防
体
操
を
定
期
的

に
行
い
、被
災
者
が
交
流
で
き
る
機
会
も
提
供
し
た
。

さ
ら
に
、
益
城
町
は
農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、畑
仕
事
な
ど
を
一
緒
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

生
き
る
意
欲
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
ん

だ
。支

援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

巡
回
相
談
を
実
施

　
相
談
事
業
で
は
「
さ
し
よ
り
相
談
処
」
の
設
置
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
益
城
町
に
あ
る
全
12
カ
所
の
避
難
所
と
、
仮
設

住
宅
へ
の
巡
回
相
談
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。
益
城

町
で
は
、
発
災
か
ら
3
カ
月
後
の
7
月
に
１
５
０
０

世
帯
分
の
仮
設
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
同
法
人
は
そ
の

う
ち
の
８
２
０
世
帯
（
15
カ
所
）
の
仮
設
住
宅
を
対

象
に
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
巡
回
相
談
の
支
援
体
制
で
は
、「
さ
し
よ
り
相
談

処
」
と
同
様
に
全
国
の
支
援
者
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
連
携
団
体

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
避
難
所
や
仮
設
住
宅
を

訪
問
し
、
孤
立
し
が
ち
な
被
災
者
の
話
し
相
手
と
な

り
な
が
ら
困
り
ご
と
を
傾
聴
し
た
。

　
相
談
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
助
成
期
間
中
の
相
談

件
数
は
１
万
１
３
８
件
に
達
し
、
1
日
平
均
37
件
の

相
談
に
対
応
し
た
。
相
談
内
容
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
変
わ
り
、
最
初
の
頃
は
避
難
所
の
生
活
や
身

体
の
心
配
、
被
災
証
明
な
ど
の
手
続
き
に
関
す
る
相

談
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
宅
の
建

て
替
え
に
関
す
る
相
談
も
多
く
、
例
え
ば
、
借
地
で

被
災
後
に
土
地
の
返
却
を
迫
ら
れ
た
ケ
ー
ス
の
相
談

で
は
、
専
門
家
の
弁
護
士
や
税
理
士
に
つ
な
い
で
情

報
提
供
や
手
続
き
な
ど
を
支
援
し
た
と
い
う
。

継
続
的
な
支
援
を
提
供
し

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
仮
設
住
宅
」に

　「
認
知
症
や
障
害
を
も
つ
人
た
ち
は
生
活
環
境
が

変
わ
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
、
す
ぐ
に
対
応

が
必
要
な
際
に
は
地
域
の
介
護
事
業
者
や
連
携
団
体

の
運
営
す
る
事
業
所
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
も
避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の
生
活
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
多
動
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

避難所の生活支援では、畑仕事な
どを通じて生きる意欲につなげる
ことにも取り組んだ

仮設住宅で定期的に開催した住民同
士の交流会

熊本DCAT活動開始の流れおよびWAM助成の成果

WAM助成の成果
平成28年 熊本地震における熊本DCAT活動開始の流れ

〇団体スタッフの活動費や当団体以
外の協力者（県外災害派遣福祉
チーム含む）への謝金・旅費に充
当できたことで、休むことなく相
談事業を実施することができた

〇被災時の知見を多くもつ岩手県災
害派遣福祉チームと地域の実情に
精通した熊本 DCAT の協働によ
り訓練ノウハウを融合した支援を
実施できた

4月14日前震発生。16日に本震発生。
地震発生後、既存の熊本 DCAT の構成団体はすでに各々
支援に動いており、DCATとして動くのは困難であった。

当団体が九州内の小規模多機能とグループ
ホーム関係支援者とともに初期支援を実施。
その中で一般避難所への支援の必要性を認識
し、当団体を含むチームが県へ熊本 DCAT
として活動できないか相談。

熊本県から派遣要請を受け、当団体を含む
チームが熊本 DCAT として避難所の支援活
動を開始。

熊本 DCAT、岩手県災害派遣福祉チームで
連携して「ミナテラス」避難所にて「さしよ
り相談処」の支援を開始。（～5/18）

熊本県から京都府災害派遣福祉チームへ派遣
要請。
熊本 DCAT と京都チームで支援を実施。（～
5/31）

熊本県から岩手県災害派遣福祉チームへ派遣
要請。 岩手県

災害派遣福祉チーム
東日本大震災の経験
を活かして

熊本県
DCAT（福祉チーム）
地域事情に精通

4月14日
～24日

4月25日

4月30日

5月13日

john
wampdfスタンプ
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で
、
連
携
団
体
の
保
育
士
を
通
じ
て
医
療
機
関
へ
の

早
期
受
診
に
つ
な
げ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

継
続
的
に
訪
問
し
て
、
移
動
が
困
難
な
人
へ
の
買
い

物
支
援
や
行
政
手
続
き
な
ど
の
同
行
支
援
、
服
薬
管

理
な
ど
も
行
い
、
い
わ
ば
『
サ
ー
ビ
ス
付
き
仮
設
住

宅
』
と
す
る
こ
と
で
、
孤
立
や
状
態
悪
化
を
防
ぐ
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　
こ
の
よ
う
な
相
談
に
対
す
る
支
援
実
績
は
７
４
４

件
（
1
日
平
均
2
・
75
件
）
に
の
ぼ
り
、
地
域
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
継
続
的
な
支
援
を
提
供
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、仮
設
住
宅
へ
の
取
り
組
み
で
は
、

連
携
団
体
の
介
護
福
祉
士
会
が
中
心
に
な
り
、
仮
設

住
宅
の
集
会
所
な
ど
を
活
用
し
て
住
民
の
交
流
会
や

茶
話
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
助
成
期
間
中
に

延
べ
３
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
公
的
支
援
と
し
て
は
、
平
成
28
年
10
月
に

各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

『
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
』
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
に
公
的
支
援
が
な

い
状
況
の
な
か
で
W
A
M
助
成
を
活
用
し
て

対
応
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
的
支
援
の
場
合
、

ど
う
し
て
も
支
援
内
容
に
制
限
が
あ
り
、
柔
軟

な
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
設
置
後
も
同
時

並
行
し
な
が
ら
、
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
行
政
や
社
協
、
関
係

団
体
な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。
報
告
書
は
被
災

地
支
援
の
あ
り
方
や
支
援
団
体
と
の
連
携
・
協

働
の
必
要
性
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
配
布
先
か
ら
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

行
政
に
働
き
か
け
、支
援
体
制
を
構
築

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
川
原
理
事
長
は
、
連

携
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
、
被
災
地
で
の
状
況
把
握

か
ら
相
談
、
具
体
的
支
援
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援

が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
益
城
町
の
支
援
に
関
わ
る
多
職
種
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
、
相
談
事
業
や
介
護
等
の
具
体
的
支
援

な
ど
の
人
的
派
遣
を
円
滑
に
す
る
こ
と
で
、
被
災
か

ら
1
日
も
休
ま
ず
支
援
を
継
続
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
支
援
で
は
、
行
政

や
支
援
団
体
と
の
連
携
・
協
働
が
問
わ
れ
ま
す
。
益

城
町
で
は
『
さ
し
よ
り
相
談
処
』
の
相
談
機
能
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
か
た
ち
で
、『
総
合
相
談
窓
口
』

が
開
設
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
熊
本
県
の
協
力

で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

団
体
の
協
働
が
実
現
で
き
ま

し
た
。
や
は
り
、
被
災
地
支

援
の
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
行
政
の
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。

　
現
在
、
日
本
は
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
、
い
つ
大
地
震

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
あ
り
、
同
法
人
の

取
り
組
み
は
参
考
に
な
る
だ

ろ
う
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

　平成 28 年度の WAM 助成では、避難所・
仮設住宅でのワンストップの相談事業に取
り組み、相談に対して即支援の必要なケー
スの対応につなげる成果をあげることがで
きました。
　熊本県は水害などの被災はあったとして
も、大地震が起きることは想定外であったため、それに対する備え
は十分ではありませんでした。災害時には、職員は車で事業所にか
けつけることにしていましたが、道路は車が通れず、携帯電話もつ
ながらない状況でした。実際の被災時には現場は混乱して職員も動
けなくなりますので、災害対策として座学やマニュアルを作成した
だけではあまり役に立ちませんし、しっかりと模擬訓練をしておく
必要性をあらためて実感しました。
　今後は被災の体験者として、被災地支援のあり方や支援体制の構
築、ノウハウなどを発信していきたいと考えています。

特定非営利活動法人 コレクティブ
理事長  川原  秀夫氏

体験者として
被災地支援のあり方を発信

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

〒861－8043　熊本市戸島西 1－23－63
T E L：096－285－6312　　FA X： 096－285－6342
U R L：http://www.kinasse.jp/
設　立：平成 11 年 6 月
理事長：川原　秀夫

◆団体概要

寄付金のお願い
当機構では
　寄付金を募集しています
 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応 援 よ ろ し く お 願 い し ま す！

john
wampdfスタンプ


